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ー文化の薫る活力ある地域づくりをめざしてー　財団では、このような事業を行っています。

１．文化財資料収集保存事業

２．学術的研究及び図書の発刊事業等の

　　事業を継続しておこなっております。

その他の事業
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青蛙房 主人 岡本経一と出雲街道
　岡本経一さん（故人）より頂戴した年賀状を、こ

れを機に読み返してみました。「自分はもう戻ること

は叶わないが、何時か、自分の息子や孫に勝間田の地

を訪れてほしい。」上京し一廉の仕事を成した方が、

故郷への想いを最後まで胸に秘めておられたのだと、

感慨深いものがありました。 幸い昨年 10 月に子息の

修一様ご夫妻が、岡本綺堂・経一関係の資料寄贈の

ためご来訪になりました。私も今度上京した際には、

御霊前にお花など手向けさせて頂きたいです。（E.N）

普及啓発事業

１. 財団ニュース「作州路」19 号の発行

２. 普及講座の開催
     ガラス細工講座
　  講   師／野上真理子（ガラス作家）
     期　日／平成28 年 2 月 14 日（日）
     会　場／勝央美術文学館

　（その他）
     陶芸入門講座（年 8 回）
     絵画教室    （年 10 回）
     ちるどれんずあーとプログラム 」（年 5 回 )
　  夏休みこども体験講座「箱庭作り」｢写生教室｣
　  
３．事業協賛に伴うＰＲ活動   
　  「金時祭花火大会」への協賛

芸術文化活動事業

　【主催事業】
　　■絵画展の開催
　　○第 12 回ミマサカコドモ絵画展
　　　会　期／平成 28 年 1 月 6 日
　　　　　　　～平成 28 年 1 月 3 1 日
　　　会　場／勝央美術文学館
　　　　　　　展示室・町民ギャラリー 1・2
　
　　○gallery exhibition vol.28
　　　河内大樹・小渕祥子・妹尾美里作品展
　　　会　期／平成 28 年 2 月 13 日
　　　　　　　～平成 28 年 3 月 6 日
　　　会　場／勝央美術文学館
　　　　　　　町民ギャラリー 1

　［共催事業】

　■企画展の開催

　　≪美術≫

　　○特別展「武蔵×武蔵」他

　【助成事業】

　　ピアノデュオDuetwoかなえ＆ゆかりピアノ連弾まつり

　　勝央町ボランティア祭り

　　東おんなに京おんな

　　はっぴぃふれあいコンサート

　　勝央金時太鼓保存会活動

　　勝央町文化協会活動事業

　【後援事業】

　　岩合光昭写真展　どうぶつ家族

　　宝くじまちの音楽会南こうせつwithウー・ファン

　　倉本由美子コンサート十二単衣と胡弓の夕べ

　　ミュージカル「白雪姫」　

　　重要無形文化財「組踊」特別鑑賞会

　　カルテットスピリタスクリスマスコンサート

　　The Parrots Live 2016 in shoo　　

　　第10回しょうおう町民音楽祭

　　

「河内大樹・小渕祥子・妹尾美里
作品展」会場風景

地域の文化活動を応援します！

　当財団は、地域の芸術文化振興の
ための助成活動を実施しておりま
す。詳しい内容は、団体 HP をご覧
ください。

「ミマサカコドモ絵画展」
会場風景

財団では皆様の貴重な
ご寄付をお待ちしております！

　皆様のご寄付は、地域の文化事業
の実施に役立てられています。
　ご寄付をいただいた皆様は、税額
の控除をうけることが出来ます。

　岡本経一（ おかもと きょういち 1909 - 2010）は、旧
出雲街道勝間田宿の東端、岡地区との境辺りに生まれる。
勝間田尋常高等小学校を卒業。その頃から秀才ぶりが知ら
れ篤志家から進学援助の申し出も。1923 年上京。額田六福
の世話で岡本綺堂の書生となり、その才能や真面目さを認
められ養嗣子となる。1955 年には「青蛙房」を創業。養父
岡本綺堂に関する出版や、江戸時代の文化関連の出版によ
り「青蛙房」名義で 1967 年度の菊池寛賞を受賞。

「陶芸入門講座」の様子

「ガラス細工講座」の様子

旧出雲街道筋、現在の森部家

辺りを南から北に見る。

　国道 179 号線の中国銀行勝間田支店の北側から左に曲がると旧出雲街道勝間田宿から東へ連

なる静かな通りが見えてきます。昔からこの路を東西へ旅する人々がそれぞれの思いを胸に行

き交いました。後に明治の鬼才 岡本綺堂の養子となり江戸研究書などの出版で有名な『青蛙房』

を起こす岡本経一（旧姓 森部）少年もここから東京へと旅立ちました。

（正面左手前のお宅が現在の森部家。森部家の斜め向かいの空き地は、勝間田神社祭礼で天神涼

の輿などが休憩所として使う御旅所。）

■公演の開催
　　○東儀秀樹コンサート

　　　−時空（とき）を超える雅−

　　　日　時／平成 27 年 ６月 19 日
　　　会　場／勝央文化ホール

「東儀秀樹コンサート
ー時空（とき）を超える雅ー」チラシ
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